
（41．8月末現在）
人　口　30，904
男　15，383
女　15，521

世帯数　7，107
前月との比較

人口＋92　世帯＋59

10月18。（－966）
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、　　　　　今　月　の　納　税

ｉ・今月は「町県民税」国民健康保険税」第3期分の納税月

竜　です0

5　お手もとにあります納付書で、役場（遠賀信金犀）また

吉　は福岡銀行に納めてください0

納期は10月31日までです。納期内に納税しましょう。
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目
炭
の
施
糞
不
認
可
か
ら
二
年
。
こ
れ
に
従
っ
た
一
鉱
の
閉
山
か
ら
七
か
月
。
単
一
産
業
で

町
財
政
を
ほ
と
ん
ど
ま
か
な
っ
て
い
た
日
炭
の
規
模
縮
少
、
若
松
区
へ
の
転
出
は
、
当
然
、
町

政
に
も
、
住
民
に
も
．
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

鉱
害
の
補
償
を
心
配
し
た
廃
家
。
他
県
に
職
を
求
め
、
転
出
し
て
い
く
退
職
者
。
水
巻
に
家
を

建
て
、
こ
こ
で
職
を
見
付
け
よ
う
と
す
る
人
々
。
こ
れ
ら
の
日
炭
従
業
員
を
対
象
に
し
て
き
た

商
店
街
。
し
か
し
、
こ
の
混
乱
の
中
に
も
新
ら
し
い
水
巻
へ
の
動
き
は
激
し
く
、
町
の
形
態
も

日
、
一
日
と
変
っ
て
き
て
い
ま
す
。

東
西
に
二
土
ロ
、
南
北
に
七
キ
ロ
の
細
長
い
水
巻
。
こ
の
水
巻
町
は
、
今
、
ど
う
変
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
…
…
。
南
の
人
は
北
を
、
北
の
人
は
南
を
、
案
外
知
る
搬
会
の
少
な
い
皆
さ
ん

と
、
変
り
つ
つ
あ
る
水
巻
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

料
輿
事
業
団
が
買
上
げ

住
宅
・
工
場
団
地
づ
く
り
に

福
岡
過
重
局
か
ら
日
本
炭
鉱
に
施
業

案
一
部
不
認
可
が
通
告
さ
れ
て
か
ら
約

二
年
、
今
年
の
二
月
に
は
第
一
鉱
業
所

が
三
十
数
年
の
歴
史
に
終
り
を
つ
げ
ま

し
た
。廉

盛
期
に
は
従
糞
三
千
名
、
月
産

七
万
ト
ン
を
産
山
し
た
遠
も
今
日
で

は
、
す
で
に
送
炭
機
を
は
じ
め
と
す
る

坑
外
醇
施
設
は
撤
去
さ
れ
、
そ
の
様
相

は
一
変
し
っ
つ
あ
り
ま
す
。

片
山
区
、
常
盤
区
を
含
む
ボ
タ
山
周

辺
は
す
で
に
産
炭
地
振
興
事
業
団
か
ら

の
買
上
げ
も
き
ま
り
、
す
で
に
社
宅
の

解
体
作
兼
が
は
じ
め
ら
れ
ま
し
た
。

近
い
将
来
、
こ
の
一
鉱
地
域
に
も
す

ば
ら
し
い
住
宅
・
工
場
団
地
が
生
ま
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

＜
写
真
説
明
∨
上
　
片
山
区
、
常

盤
区
の
住
民
は
吉
田
区
に
集
約
さ
れ

て
転
宅
。
本
格
的
に
解
体
作
業
が
は

じ
め
ら
れ
る
日
は
近
い
。

（
片
山
区
よ
り
ボ
タ
山
を
の
ぞ
む
）

下
一
鉱
操
込
場
正
門
、
も
う
ほ
と

ん
ど
原
型
を
と
ど
め
て
い
な
い
。

団地造成；都市計画にそって

一
鉱
地
区
も
産
炭
地
振
興
．

事
業
団
に
よ
る
買
上
げ
が
決

定
し
、
工
業
団
地
造
成
へ
の

一
歩
を
ふ
み
だ
し
ま
し
た
。

高
尾
地
区
、
猪
熊
地
区
の
工

業
地
域
化
へ
の
計
画
も
す
す

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
〓
炭
退
職
者
の
人

々
が
建
て
る
家
だ
け
で
、
昨

年
は
約
百
戸
が
建
築
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
を
放

置
し
て
お
け
ば
無
秩
序
な
形

態
の
町
が
で
き
ま
し
ょ
う
。

町
が
行
な
お
う
と
し
て
い
る

土
地
利
用
計
画
、
都
市
計
画

が
必
要
な
わ
け
で
す
。

＜
写
真
説
明
∨
（
下
）

右
上
　
ボ
タ
に
よ
り
埋
立
て
ら
れ
る

と
、
す
ぐ
に
新
築
家
展
で
う
ま
っ
て

い
る
南
中
学
校
う
ら
緑
風
園
団
地
。

右
下
　
昨
年
中
に
埋
め
ら
れ
宅
地
に

変
っ
た
田
は
約
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
稲

穂
が
風
に
ゆ
れ
る
横
に
新
築
家
屋
が

ど
ん
ど
ん
建
つ
。
（
猪
熊
町
佳
境
）

左
上
・
頃
未
大
平
に
造
成
さ
れ
て
い

る
松
栄
荘
田
地
。

左
下
．
工
場
団
地
と
し
て
整
地
さ
れ

た
日
炭
軍
夜
業
所
跡
。
水
巻
の
中

核
と
な
り
う
る
工
場
進
出
が
一
日
も

早
く
望
ま
れ
る
。

薗
路
整
僅
幹
線
道
路
の
建
設
を

南
北
に
細
長
く
の
び
た
地
形
の
水
巻

町
に
と
っ
て
、
芦
屋
か
ら
中
間
に
至
る

幹
線
道
路
は
ぜ
ひ
必
要
な
も
の
。
こ
れ

が
な
け
れ
ば
、
い
か
に
と
な
り
に
北
九

州
市
が
あ
っ
て
も
、
水
巻
は
単
に
頃
未

か
ら
立
屋
敷
ま
で
の
通
過
コ
ー
ス
で

し
か
な
い
。

一
坑
に
、
猪
熊
に
、
企
業
を
誘
致

す
る
に
は
、
ぜ
ひ
南
北
を
縦
貫
す
る

基
幹
道
路
の
建
設
が
必
要
で
す
。

－藍

希
望
二
優
良
企
業
の
誘
致
へ

石
炭
産
業
、
そ
れ
も
日
庚
一
社
に
よ

っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
水
巻
町
。
そ
の

日
炭
の
規
模
縮
少
、
若
松
区
へ
の
転
出

に
よ
り
、
こ
れ
に
か
わ
る
産
業
の
進
出

が
切
望
さ
れ
て
い
ま
す
。

も
と
よ
り
、
そ
の
一
社
に
よ
っ
て
町

を
支
え
る
ほ
ど
企
業
の
誘
致
は
な
か
な

か
望
め
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
工
場
団
地
、
南
北
縦
貫
道

路
の
整
備
が
完
成
す
れ
ば
、
優
良
企
業

進
出
の
条
件
は
十
分
整
い
ま
す
。

そ
の
芽
は
、
も
う
見
え
始
め
て
い
ま

す
。

写
真
（
左
）
　
ボ
タ
を
材
料
と
し
て

つ
く
る
土
壌
改
艮
材
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト

の
成
績
は
上
々
。
み
ご
と
に
転
進
し

た
千
代
田
工
業
。

写
真
（
下
）
　
ボ
タ
を
材
料
と
し
、

高
層
建
築
用
材
を
つ
く
る
軽
量
骨
材

∧
写
真
説
明
∨

右
巾
が
約
二
倍
に
拡
げ
ら
れ

て
い
る
県
道
水
巻
～
芦
屋
線

（
頃
末
付
近
）

上
南
北
縦
貫
道
路
の
建
設
用

地
に
は
、
日
炭
専
用
線
跡
が

．
予
定
さ
れ
て
い
る
。
（
鯉
口

付
近
）
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和
彦
ち
ゃ
ん
と
玲
子
ち
ゃ
ん

本
年
度
〝
赤
ん
坊
大
会
″
　
で
一
等

入
賞
し
た
赤
ち
ゃ
ん

一
等
林
和
彦
（
緑
野
社
宅
）

子
（
上
二
町
住
）

康
玲

「
ホ
ホ
ウ
よ
く
太
っ
て
い
ま
す
ね
」

「
う
ん
、
元
気
そ
う
な
い
い
子
だ
」

「
は
は
、
そ
ん
な
に
足
を
ふ
ん
ば
っ

せ
ん
｛
い

て
」
審
査
を
す
る
医
師
達
も
思
わ
ず
に

っ
こ
り
す
る
か
わ
い
い
赤
ち
ゃ
ん
百
七

十
人
が
参
加
し
て
、
昭
利
四
十
一
年
度

タ
水
巻
町
、
赤
ん
坊
大
会
ク
が
九
月
二

王
肯
、
町
民
会
館
で
行
な
わ
れ
ま
し

原　玲子ちゃん（昭41・3・12生）　林　和彦ちゃん（昭41・5・16生）

身長67．6（瀾　体重8ｋ450ｇ　　　　身長66．8‘湖　体重8ｋ890ｇ

胸囲　46叫頭囲43．7‘湘　　　　　胸囲　45（初　頭囲42と職

た
。一

等
に
は
、
緑
野
社
宅
林
利
∵
津

千
枝
さ
ん
の
次
男
和
彦
ち
ゃ
ん
と
、
上

二
町
住
原
酒
実
・
秋
代
さ
ん
の
長
女
玲

子
ち
ゃ
ん
が
選
ば
れ
、
郡
大
会
に
出
場

し
ま
す
。

こ
と
し
は
、
発
育
・
栄
養
状
態
が
特

別
に
優
秀
な
赤
ち
ゃ
ん
も
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
全
般
的
に
は
著
し
く
向
上
し

優
艮
児
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
乳
児
湿
疹
を
大
半
の
赤
ち

ゃ
ん
に
発
見
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
体

格
は
大
き
く
て
も
、
せ
ん
病
質
な
赤
ち

ゃ
ん
に
多
く
見
ら
れ
る
も
の
で
す
が
、

栄
養
の
与
え
方
、
母
親
の
栄
養
の
採
り

方
で
も
影
響
さ
れ
ま
す
。
栄
養
の
与
え

方
の
改
尊
に
よ
っ
て
、
丈
夫
な
体
質
を

つ
く
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。

含
水
化
物
（
甘
い
も
の
）
を
ひ
か
え

て
、
無
機
物
（
カ
ル
シ
ユ
ウ
ム
分
を
た

く
さ
ん
含
ん
だ
食
品
、
海
藻
類
、
有
色

野
菜
、
大
豆
製
品
）
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
（

新
鮮
な
生
野
菜
・
果
物
）
を
た
く
さ
ん

採
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

二
等
江
熊
障
敏
（
高
松
区
）
　
赤
丸

一
郎
（
頃
未
）
　
松
本
由
美
（

頃
末
）
　
瀬
口
千
草
（
下
二
町

住
）

三
等
近
藤
背
一
郎
（
頃
末
）
　
山
中

信
行
（
梅
の
木
）
　
片
山
健
児

（
中
央
区
）
　
中
村
恵
美
（
頃

宋
）
　
石
松
己
夷
（
頃
末
）

小
柳
聖
子
（
上
二
町
住
）

育
児
努
力
　
佐
伯
佳
代
（
吉
田
Ｄ

日
本
人
の
平
均
年
命
が
の
び
た
と
い
っ
て
も
、
げ
っ
　
一
、
日
　
噂

し
て
病
気
が
減
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
　
　
　
・
十
月
二
十
七
日
（
木
曜
）
　
十
時
～
十
五
時

ガ
ン
に
限
ら
ず
、
ど
ん
な
病
気
で
も
早
期
発
見
、
早
　
・
十
一
月
　
四
日
（
金
曜
）

期
治
療
が
第
一

に
た
い
せ
つ
な
　
健
康
を
確
か
め
ハ
ッ
ス
ル
し
よ
う

。
鵠
『
　
無
料
の
成
人
病
・
老
人
検
診
へ

十
時
～
十
五
時

の
と
お
り
に
成
　
　
十
月
二
十
七
日
・
十
一
月
四
日
遠
賀
保
健
所

人
病
・
老
人
検

こ
、
場
　
所

遠
璃
保
健
所

三
、
検
診

地
域

・
十
月
二
十

七
日
目
康

詮
を
無
料
で
行
な
い
ま
す
。

四
十
才
遡
上
の
方
は
仝
貞
検
診
を
受
け
、
健
康
を
確

か
め
、
明
る
く
健
康
生
活
を
／

児
島
本
線
か
ら
北
側
の
地
域

計
．
・
．
1
，
，
，
，
′
’
．
－
．
．
呈
，
一
．
・
，
、
，
・
．
．
．
．
．
，
ヽ
°
・
．
．
，
．
．
呈
．
・
．
∫

・
十
万
四
日
＝
鹿
児
島
本
線
か
ら
南
側
の
地
域
　
軸

四
、
検
診
内
容
内
管
検
尿
・
血
圧
検
奪
そ
の
他
中
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安
暫
田
勝
（
書
聖
）
　
安
部
昌
幸
（
吉
田
こ

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

猪
熊
に
二
十
戸
建
設

申
し
込
み
は
十
月
末
ま
で

4
現
在
、
住
宅
に
開
窮
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

㊥
申
し
込
み
期
間

十
月
二
十
一
Ｈ
ま
で
。

㊥
申
し
込
み
方
法

役
場
住
民
課
受
付
け
で
、
所
定
の
申

し
込
み
用
紙
に
よ
り
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

検
査
も
れ
の
計
量
器

2
8
日
に
行
な
い
ま
す

十
月
十
三
日
か
ら
行
な
っ
た
計
儀
器

定
器
検
査
を
受
け
て
い
な
い
計
畳
器
に

つ
い
て
、
十
月
二
十
八
日
、
町
か
ら
検

査
に
出
向
き
ま
す
。
準
備
を
お
願
い
し

て
お
き
ま
す
。

交通ルールをしっかりと
．1如

ス
ピ
ー
ド
は
控
え
目
に

ブ
レ
ー
キ
は
早
目
に

も
う
一
度
よ
く
見
て
渡
れ

手
を
上
げ
て

十
一
月
下
旬
に
入
居
が
予
定
さ
れ
る

猪
熊
に
建
設
中
の
町
営
住
宅
入
居
希
望

者
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま

す
。

㊥
募
集
戸
数

・
窄
一
種
　
八
戸
（
六
筆
画
、
台
所

炊
事
場
、
押
入
れ
、
便
所
等
）

・
軍
．
一
種
　
十
二
戸
（
六
畳
、
四
畳
半

炊
事
場
、
押
入
れ
、
便
所
等
）

㊥
家
賃

・
第
一
極
　
月
哩
二
千
五
百
四

・
第
二
種
　
月
琴
亨
五
百
円

．．．．．．－1．1－－－－－1－－・。．－ｔ．も．．－－．－Ｈ．1．－．．－ヽ

；・熱戦を展開中ｉ
ｔ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ノ

第

一

回

町

長

旗

争

奪

社
会
人
野
球
大
会

竺
回
町
長
旗
争
奪
水

巻
町
社
会
人
野
球
大
会

（
町
主
催
）
が
、
十
月
十

日
体
育
の
日
制
定
を
記
念

し
、
十
月
九
日
か
ら
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

町
内
野
球
ク
ラ
ブ
の
ほ
と
ん
ど
、
十

八
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
秋
ば
れ
の
空
の

下
に
高
松
球
輿
水
甲
グ
ラ
ン
ド
の
二

カ
所
で
熱
戦
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

水
巻
町
の
野
球
レ
ベ
ル
は
、
か
っ
て

都
市
対
抗
で
市
を
唱
え
た
日
炭
高
松
や

プ
ロ
野
球
の
名
手
矢
の
酒
を
生
ん
だ
だ

け
あ
っ
て
相
当
な
も
の
。
各
チ
ー
ム
と

も
よ
く
練
習
を
つ
ん
で
お
り
、
町
長
旗

の
ゆ
く
え
は
ま
っ
た
く
予
断
を
許
し
ま

せ
ん
。
現
在
ま
で
の

別
表
の
と
お
り
で
）

水

巻

町

役

場

樋
　
　
口
　
　
町

中

　

央

　

病

　

院

古
　
　
賀
　
　
区

梅
　
の
　
木
　
区

㊥
入
居
資
格

ュ
町
内
に
住
所
、
勤
務
場
所
を
有
す
る

者
。

2
す
で
に
同
居
し
て
い
る
親
族
、
ま
た

は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
の
あ
る

こ
と
。

3
月
顧
収
入
（
所
得
税
法
に
よ
る
所
得

を
十
二
で
除
し
た
額
か
ら
、
所
得
税

法
に
よ
る
控
除
対
象
配
偶
者
、
扶
養

親
族
一
人
に
つ
き
二
千
円
を
控
除
し

た
額
）
が
、
つ
ぎ
の
基
準
で
あ
る
こ

と
。

・
第
一
種
＝
二
万
円
か
ら
三
重
ハ
千
円

以
下
で
あ
る
こ
と
。

・
墾
一
種
＝
二
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

大
型
機
械
で
病
害
虫
を
退
治

運転者も

歩行者も

反
当
り
十
億
を
め
ざ
す

交
通
事
故
は
、
い

ま
や
大
き
な
社
会
問

題
と
な
・
つ
て
い
ま

す
。
毎
日
事
故
が
起

り
、
人
の
命
が
失
な

わ
れ
て
お
り
、
福
岡

県
内
で
も
八
月
ま
で

に
三
一
九
人
の
死
亡

者
が
で
て
い
ま
す
。

事
故
を
防
ぐ
に
は

車
を
揺
転
す
る
人
、

道
を
歩
く
人
が
、
お

互
に
注
意
す
る
こ
と

が
か
ん
じ
ん
で
す
。

正
し
い
交
通
の
ル

ー
ル
を
身
に
つ
け
ま

し
ょ
う
。

㊥
車
を
運
転
す

る
人
は

・
ス
ピ
ー
ド
を
出
し

停
ま
る
か
、
徐
行
を
し
て
歩
行
者
を

先
に
通
し
ま
し
ょ
う
。

・
酒
飲
み
運
転
、
無
免
許
運
転
は
ぜ
っ

た
い
に
し
な
い
よ
う
に
。

㊥
道
路
を
歩
く
人
に

事
故
の
原
因
は
車
の
運
転
者
だ
け
で

な
く
、
歩
行
者
に
も
あ
り
ま
す
。
法

律
を
う
ん
ぬ
ん
す
る
よ
り
も
自
分
の

身
を
守
る
こ
と
が
第
一
で
す
。

・
車
の
直
前
、
直
後
の
横
断
を
や
め
ま

し
ょ
う
。

・
道
路
を
斜
め
に
渡
っ
た
り
、
車
の
前

に
飛
び
出
す
な
ど
、
も
っ
と
も
あ
ぶ

な
い
こ
と
で
す
。

下
二
生
産
組
合
－

過
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
歩
行
者
が
い
る
と
き
は
、
い
っ
た
ん

炭
鉱
の
町
と
い
わ
れ
て
き
た
水
巻
も
か
ら
の
補
助

高
い
所
か
ら
見
れ
ば
一
面
の
稲
穂
。
米
で
購
入
し
た

作
は
、
や
は
り
た
い
せ
つ
な
町
の
産
業
大
型
の
防
除

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
機
を
駆
使
す

独
り
の
秋
、
稲
の
穂
が
頭
を
さ
げ
始
る
の
ば
・
下

め
た
い
ま
、
稲
作
最
後
の
仕
上
げ
病
害
二
生
産
組
合

虫
防
除
も
始
ま
り
、
聖
面
に
裏
白
い
の
人
々
。

粉
が
吹
き
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

共
同
化
、
機
械
化
を
目
的
と
し
た
町

日
　
本
　
地
　
所

高

　

　

松

　

　

区

上
富
　
田
　
の
　
二

高

　

松

　

産

　

業

社
会
山
兇
水
巻
支
部

鯉

　

　

口

　

　

区

古

　

賀

　

球

　

表

水
巻
町
商
工
会

日

　

炭

　

商

　

事

」
育
　
　
苗
　
　
区

千
代
　
田
鉱
業

愛
珪
　
ク
ラ
ブ

遠
賀
信
用
金
庫

無
資
力
鉱
害
調
整
交
付
金
を
支
給

大
正
関
係
の
鉱
害
農
地
に

手
続
き
は
十
月
三
十
一
日
ま
で
に

炭
鉱
が
閉
山
し
た
た
め
に
無
資
力
鉱

害
と
な
っ
た
農
地
（
田
の
み
）
に
対
し

て
、
国
が
諷
整
交
付
金
（
鉱
害
補
償
金

に
か
わ
る
も
の
）
を
交
付
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

水
巻
町
で
は
大
正
鉱
業
に
よ
る
鉱
害

田
分
が
該
当
し
ま
す
。

申
請
期
間
は
十
月
三
十
一
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。

加
害
炭
鉱
に
代
り
国
が
行
な
う
も
の

落
の
被
害
者
組
合
の
役
員
、
役
場
産
業

課
に
お
問
い
合
わ
せ
の
う
え
、
該
当
者

は
至
急
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

海
外
派
遣

農
業
実
習
生
募
集

県
で
は
西
ド
イ
ツ
、
カ
ナ
ダ
国
へ
の

小
児
マ
ヒ
予
防

生
ワ
ク
投
与

小
児
マ
ヒ
予
防
の
経
口
ワ
ク
チ
ン
の

投
与
を
つ
ぎ
の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。

一
、
該
当
児

イ
昭
和
四
十
一
年
二
月
一
日
か
ら
六

月
三
十
日
ま
で
の
出
生
児
。
（
第

一
回
目
）

ロ
昭
和
四
十
一
年
五
月
に
第
一
回
目

を
服
用
し
た
者
。
大
琴
南
百
）

二
、
、
日
　
時

十
月
二
十
四
日
　
十
四
時
～
土
ハ
時

三
、
場
　
所
　
水
巻
町
役
場
別
館

四
、
料
　
金
　
六
十
円
。
た
だ
し

町
県
民
税
均
等
割
（
年
間
三
百
円
）

以
下
の
世
帯
は
無
料
（
証
明
に
な
る

も
の
を
、
も
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
）

※
母
子
手
帳
持
参
の
こ
と
。

防
犯
論
文
を
募
襲

福
岡
県
防
犯
協
会
連
合
会
で
は
、
つ

昭
和
四
十
一
年
度
海
外
派
遣
農
業
実
習
ぎ
の
要
領
で
防
犯
論
文
を
募
集
し
て
い

■

生
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
ま
す
。

申
し
込
み
は
十
一
月
五
目
ま
で
。
応
○
テ
ー
マ
　
㍉
少
年
の
非
行
防
止
に

宣
誓
を
す
る
日
成
中
央
病
院

平
野
選
手
　
　
≠
の、

Ｖ

だ
け
に
、
い
ろ
い
ろ
む
つ
か
し
い
条
件
寡
者
は
、
直
接
「
県
農
地
開
拓
課
」
に

が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し
い
こ
と
は
各
部
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

つ
い
て
」

性
別
、

年
令
は
問
わ
な
い
。

○
要
　
領
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
十

枚
以
内
。
応
募
の
数
に

制
限
な
し
。
原
稿
の
貴

後
に
名
前
【
住
所
、
職

業
、
年
令
を
記
入
す
る
、

ご
め
い
ふ
く
を

お
祈
り
し
ま
す

つ
ぎ
の
方
か
ら
社
会
福
祉
協

議
会
に
ど
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
故
人
の
ど
め
い
ふ
ぐ

を
祈
り
し
ま
す
。

故
九
十
郎
様

大
野
正
憲
様
　
上
　
二

故
覚
　
雄
様

峯
浦
磯
磨
横
　
笛
ｌ
賀

故
栄
　
膏
桜

有
本
静
雄
様
　
吉
田
二

こ
と
。
作
品
は
返
品
し

ま
せ
ん
。

○
応
募
先
各
警
察
署
、
派
出
所
の

防
犯
係
。
県
儲
察
本
部

防
犯
課
。

○
締
切
れ
等
万
三
十
日
ま
で
。


